






要約：昭和 62 年から平成 2年まで 4年間の京都における川崎病既往学童生徒の学校での管

理状況について検討した。既往児の頻度は新 1年生でみると,小学生では 105,873 名中 685

名 0.65%。中学生では 122,877 名中 497 名 0.40%,高校生では 102,218 名中 297 名 0.29%で

あった。心エコー検査を小学生 94%,中学生 86%,高校生 81%が入学前に既に受けていた。学

校での管理状況はほとんどが3E 可で,E 禁以上は 3%にすぎなかった。過去に心エコー検査

で異常なしとされていても入学時点でできれば再精査すべきである。 


